
平成 22 年 7 月 12 日 
 

電子納品チェックシステム Ver2.00.03（設計、工事とも）における、 
施設名称に算用数字を含む場合のエラーについて 

 
１ 現象 
施設名称に算用数字を含む場合に、全角数字・半角数字いずれを使っても、なんらかの

エラーが出て、解消できない。 
 

・ エラーが出る可能性のある箇所 （各々両方または片方のファイルでエラーがでます） 
  ファイル名 項目名 

INDEX_C.XML 施設名称 
工事 

INDEX_CＪ.XML 下水道根幹施設名 
INDEX_Ｄ.XML 施設名称 

業務 
INDEX_ＤＪ.XML 下水道根幹施設名 

 
 
 
 
 
 
・ エラーメッセージ例 （実施設計の場合、第 2 ポンプ場の「２」を全角で入力） 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 対象システム  Ver2.00.03（設計、工事とも） 

 
 
２ 対応 

2-1. 電子納品要領の訂正 

施設名称に算用数字を含むケースは決してレアケースとは言えないことから、Ｈ21 年

度版電子納品要領の「施設名称」等のデータ表現を「全角文字、半角英数字」に改める

こととしました。（実施設計業務等電子納品要領（案）および工事完成図書電子納品要

領（案）平成 21 年 6 月版の訂正についてＨ22.7.12を参照してください） 
 
 
 
 



2-2. チェックシステム 
 発注年度およびバージョンにより以下のように対応をします。 
(1) Ｈ21 年度以降発注業務用・工事用 
・ Ｖｅｒ2.01.03 において、修正後の電子納品要領に対応します。 
・ Ｖｅｒ2.00.03 でチェックを行う場合、工事管理ファイルの施設名称、下水道根幹施

設名に関する全角/半角についてのエラーは許容することとします。 
協議結果欄に「Ｈ22.7.12 事務連絡にもとづき許容する」と記載してください。 

エラーメッセージ例 （実施設計、第 2 ポンプ場の「2」を半角で入力） 
 
 
 
 
 
 

 
(2) Ｈ19 年度およびＨ20 年度発注工事用・業務用（Ｖｅｒ1.xx.xx、2.00.01、2.00.02） 

電子納品要領に沿っていないチェックを行っていることになりますが、「全角数字」

を用いることによりエラーは出ないこと、成果品の活用において特に問題がないこと

から、これまでどおりの対応で運用します。 
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